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第２１巻 ２００６序
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
五
秋
歌
下
、
二
四
九
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌
が
見
え
る
。
こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
家
の
歌
合
の
う
た
文
屋
や
す
ひ
で
吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
山
か
ぜ
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む
（
１
）
こ
の
歌
は
、
百
人
一
首
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
作
者
文
屋
康
秀
は
、『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
で
も
、
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。
文
屋
康
秀
は
、
詞
は
た
く
み
に
て
、
そ
の
さ
ま
身
に
お
は
ず
。
い
は
ば
、
商
人
の
よ
き
衣
着
た
ら
む
が
ご
と
し
。
多
く
の
伝
本
で
は
、
そ
の
後
に
、
こ
の
「
吹
く
か
ら
に
」
の
歌
を
も
古
注
と
し
て
引
く
。
た
だ
し
、
次
の
諸
本
に
は
、「
吹
く
か
ら
に
」
の
歌
は
引
か
れ
な
い
（
２
）
。
黒
川
本
、
六
条
家
本
、
前
田
家
本
、
穂
久
邇
文
庫
本
、
基
俊
本
、
伝
寂
蓮
筆
本
、
雅
俗
山
荘
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
為
相
本
、
陽
明
家
本
仮
名
序
、
私
稿
本
、
高
野
辰
之
博
士
本
だ
が
、
こ
の
歌
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
異
説
が
提
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
よ
く
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、
久
曾
神
昇
氏
は
、
講
談
社
学
術
文
庫
本
『
古
今
和
歌
集
（
３
）
』
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
私
稿
本
・
筋
切
本
・
唐
紙
巻
子
本
・
建
久
二
年
俊
成
本
・
定
家
本
に
は
康
秀
と
あ
る
が
、
昭
和
切
（
俊
成
筆
）
に
は
傍
注
に
朝
康
と
あ
り
、
永
暦
二
年
俊
成
本
・
六
条
家
本
に
は
朝
康
と
あ
り
、
傍
注
に
康
秀
と
あ
り
、
高
野
切
・
雅
経
本
・
清
輔
本
・
基
俊
本
・
そ
の
他
に
朝
康
と
あ
り
、
是
貞
親
王
家
歌
合
の
作
者
で
も
あ
り
、
朝
康
と
す
べ
き
で
あ
る
。『
百
人
一
首
』
に
も
康
秀
と
あ
る
が
誤
り
で
あ
る
。
百
人
一
首
と
そ
の
作
者
―
―
「
吹
く
か
ら
に
」
の
歌
に
つ
い
て
―
―
（
キ
ー
ワ
ー
ド
：
百
人
一
首
・
古だ
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
朝
康
が
正
し
く
、
康
秀
が
誤
り
だ
と
す
る
決
定
的
な
根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で
あ
り
、氏
の
論
は
、言
い
す
ぎ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
否
め
な
い
も
の
と
思
う
。
康
秀
と
す
べ
き
か
、
朝
康
と
す
べ
き
か
は
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
伝
本
の
作
者
名
表
記
は
、
尊
重
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
か
と
思
う
。
以
下
、
そ
の
間
の
事
情
を
、
仮
説
の
形
で
述
べ
て
み
た
い
。
一
久
曾
神
昇
氏
と
似
た
よ
う
な
結
論
を
提
示
す
る
説
に
、
新
潮
古
典
集
成
『
古
今
和
歌
集
（
４
）
』
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
八
代
集
抄
本
」
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
そ
の
作
者
名
の
康
秀
を
改
め
て
朝
康
と
す
る
。
そ
の
理
由
を
、
奥
村
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
底
本
は
「
文
屋
や
す
ひ
で
」
だ
が
、
高
野
切
、
そ
の
他
古
写
本
に
は
、
そ
の
子
の
「
あ
さ
や
す
」
と
す
る
。
康
秀
の
年
齢
か
ら
考
え
て
、
是
貞
親
王
家
の
歌
合
の
作
者
で
は
あ
り
得
な
い
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
、
こ
の
歌
を
康
秀
作
と
し
つ
つ
も
（
三
一
三
〇
九
）、
次
歌
を
朝
康
作
と
し
て
い
る
（
三
二
八
〇
九
）。『
余
材
抄
』
が
朝
康
昨
と
断
じ
た
の
に
従
う
。
久
曾
神
昇
氏
、
奥
村
恒
哉
氏
の
論
拠
は
、
次
の
三
点
に
し
ぼ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
古
写
本
や
高
野
切
で
「
あ
さ
や
す
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
②
康
秀
は
、
老
齢
に
す
ぎ
、
是
貞
親
王
家
の
歌
合
の
作
者
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
。
③
契
沖
が
『
余
材
抄
』
で
朝
康
と
断
じ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
②
は
③
と
も
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
③
の
契
沖
説
か
ら
見
て
み
た
い
。
『
古
今
和
歌
余
材
抄
』
巻
六
、
秋
歌
下
の
冒
頭
に
、「
吹
く
か
ら
に
」
の
歌
の
詞
書
の
説
明
と
松
原
一
義
今
和
歌
余
材
抄
・
文
屋
康
秀
・
朝
康
・
古
筆
切
・
新
撰
万
葉
集
）―２１３―
松 原 一 義し
て
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。
是
貞
の
み
こ
の
家
の
歌
合
の
歌
文
屋
や
す
ひ
て
是
に
三
の
不
審
有
此
歌
並
に
次
の
歌
共
に
菅
万
に
載
さ
せ
給
へ
り
彼
序
を
み
る
に
寛
平
御
時
后
宮
の
歌
合
の
歌
の
中
に
御
心
に
か
な
へ
る
を
集
さ
せ
た
ま
へ
り
と
み
ゆ
挙
宮
而
方
有
事
合
歌
云
々
此
詞
是
也
然
る
に
此
集
後
撰
等
に
彼
集
の
中
の
歌
を
是
貞
親
王
家
歌
合
の
歌
と
て
入
た
る
事
有
親
王
と
て
も
今
の
こ
と
く
家
と
こ
そ
い
ふ
へ
け
れ
挙
宮
と
い
へ
る
詞
別
家
を
兼
へ
し
と
聞
え
す
は
是
は
今
の
歌
に
限
ら
す
何
の
集
に
も
あ
れ
菅
万
に
入
た
る
歌
を
是
貞
親
王
家
歌
合
歌
と
い
ふ
に
皆
亘
れ
る
疑
な
り
是
一
春
上
に
二
条
后
ま
た
東
宮
の
み
や
す
所
と
申
け
る
時
奉
り
け
る
歌
に
か
し
ら
の
雪
と
よ
め
り
い
つ
れ
の
年
と
は
し
ら
さ
れ
と
貞
観
十
一
年
以
後
元
慶
元
年
以
前
の
事
也
然
る
に
菅
万
の
序
を
見
る
に
近
習
の
侍
臣
後
進
の
詞
人
に
歌
を
奉
ら
せ
給
ひ
た
り
と
見
ゆ
れ
は
康
秀
た
と
ひ
此
歌
合
の
時
ま
て
存
命
な
り
と
も
み
つ
は
さ
す
ほ
と
な
る
へ
け
れ
は
人
数
に
預
る
へ
か
ら
す
是
二
六
帖
に
此
歌
を
は
康
秀
か
歌
と
し
た
れ
と
も
次
の
歌
を
は
朝
康
か
歌
と
せ
り
し
か
れ
は
朝
康
か
歌
な
る
に
ひ
か
れ
て
此
歌
も
朝
康
を
誤
て
康
秀
と
か
け
る
歟
是
三
「
菅
万
」
と
は
、
菅
原
道
真
の
『
新
撰
万
葉
集
』
の
こ
と
。
契
沖
は
、
こ
の
歌
に
関
し
て
、
三
つ
の
不
審
を
あ
げ
る
。
そ
の
第
一
は
、『
新
撰
万
葉
集
』
に
入
っ
て
い
る
歌
で
あ
れ
ば
、
ど
れ
で
も
、『
是
貞
親
王
家
歌
合
』
の
歌
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
。
ち
な
み
に
、
こ
の
歌
合
の
伝
本
と
し
て
は
、
廿
巻
本
巻
十
所
収
の
孤
本
『
二
宮
歌
合
（
５
）
』
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
歌
合
に
は
、
七
十
一
首
の
歌（
そ
の
う
ち
二
首
は
、
補
歌
）が
見
え
る
。
だ
が
、
こ
の
歌
は
、
そ
の
歌
合
中
に
は
見
え
ず
、
他
の
諸
資
料
に
よ
っ
て
補
え
る
十
九
首
の
中
に
見
え
る
。
ど
う
や
ら
、
こ
の
本
は
、
本
歌
合
の
原
型
を
留
め
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
本
は
、
本
歌
合
の
歌
を
機
械
的
に
収
録
し
た
残
欠
本
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
本
歌
合
に
よ
っ
て
、「
吹
く
か
ら
に
」
の
歌
の
作
者
名
を
確
認
す
る
に
は
至
ら
な
い
の
で
あ
る
（
６
）
。
そ
し
て
、「
吹
く
か
ら
に
」
の
歌
は
、
確
か
に
、
現
存
の
『
二
宮
歌
合
』
す
な
わ
ち
『
是
貞
親
王
家
歌
合
』
に
は
、
所
収
さ
れ
て
い
ず
、
先
の
疑
問
は
、
そ
こ
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
疑
問
の
第
二
は
、『
新
撰
万
葉
集
』
編
纂
当
時
、
例
え
存
命
だ
と
し
て
も
、
康
秀
は
、「
み
つ
は
さ
す
ほ
と
」
で
老
齢
に
す
ぎ
、
歌
合
の
人
数
た
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の
。
康
秀
の
年
齢
は
未
詳
だ
が
、
契
沖
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
八
に
は
、
次
の
歌
が
見
え
る
。
二
条
の
き
さ
き
の
と
う
宮
の
み
や
す
ん
ど
こ
ろ
と
き
こ
え
け
る
時
、
正
月
三
日
お
まへ
に
め
し
て
お
ほ
せ
ご
と
あ
る
あ
ひ
だ
に
、
日
は
て
り
な
が
ら
雪
の
か
し
ら
に
ふ
り
か
か
り
け
る
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
文
屋
や
す
ひ
で
春
の
日
の
ひ
か
り
に
あ
た
る
我
な
れ
ど
か
し
ら
の
雪
と
な
る
ぞ
わ
び
し
き
（
７
）
二
条
の
后
高
子
が
「
と
う
宮
の
み
や
す
ん
ど
こ
ろ
」
と
呼
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
二
月
一
日
以
降
、
同
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
の
こ
と
（
８
）
。
こ
の
詞
書
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
詠
歌
が
な
さ
れ
た
の
は
、
貞
観
十
二
年
正
月
三
日
以
降
、
同
十
八
年
正
月
三
日
ま
で
の
こ
と
と
な
る
。
そ
の
間
を
と
り
、
貞
観
十
五
年
（
八
七
三
）
正
月
三
日
を
「
か
し
ら
の
雪
」
と
な
っ
た
時
と
し
、
そ
の
年
齢
を
仮
に
六
十
歳
と
し
て
計
算
す
る
と
、『
是
貞
親
王
家
歌
合
』
は
、
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
九
月
以
前
の
こ
と
な
の
で
、
康
秀
八
十
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
だ
と
、
確
か
に
、
契
沖
が
言
う
よ
う
に
、
少
々
老
齢
に
す
ぎ
る
が
、「
頭
の
雪
」
と
な
っ
た
時
を
、
貞
観
十
八
年
正
月
三
日
ま
で
下
げ
、
そ
の
年
齢
を
も
、
も
う
少
し
下
げ
る
と
、
必
ず
し
も
歌
合
に
出
詠
不
可
能
な
年
齢
で
は
な
い
。
契
沖
自
身
、『
百
人
一
首
改
観
抄
』
で
、「
此
歌
合
の
頃
ま
で
な
が
ら
へ
は
七
十
余
歳
な
る
へ
け
れ
は
（
９
）
」
と
言
っ
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
歌
合
は
、
撰
歌
合
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
本
人
が
出
席
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
詠
歌
を
朝
康
に
託
す
れ
ば
、
こ
と
足
り
た
わ
け
で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
多
武
峯
少
将
物
語
』
中
で
、
権
中
納
言
師
氏
が
息
女
の
高
光
室
を
見
舞
う
手
紙
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。
「
か
し
ら
お
ろ
し
て
は
、
か
う
ぶ
り
と
ら
れ
な
ん
」と
、
人
の
も
の
す
れ
ば
な
む
、
い
さ
ゝ
か
う
し
ろ
の
こ
し
て
侍
る
。
さ
う
じ
を
さ
へ
し
た
ま
ふ
な
れ
ば
、
わ
か
き
人
だ
に
ふ
か
く
も
の
を
お
ぼ
す
な
れ
ば
、
こ
ゝ
に
は
、
ま
し
て
水
風
の
い
も
ひ
を
せ
ま
し
と
な
む
（
１０
）
。
こ
の
「
水
風
の
い
も
ひ
」
を
す
る
と
は
、
先
の
「
み
つ
は
さ
す
」
の
よ
う
に
老
人
に
な
る
こ
と
で
、
こ
の
「
い
も
ひ
」
の
主
、
藤
原
師
氏
は
、
こ
の
応
和
二
年
（
九
六
二
）
当
時
、
五
十
歳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
、
康
秀
の
年
齢
を
引
き
下
げ
得
る
一
資
料
と
見
な
し
得
よ
う
。
さ
ら
に
、『
是
貞
親
王
家
歌
合
』
は
、
古
歌
か
ら
も
歌
を
選
び
、
歌
の
優
劣
が
定
め
ら
れ
た
様
子
も
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
（
１１
）
。
こ
れ
だ
と
、
老
齢
云
々
と
い
う
こ
と
じ
た
い
が
問
題
外
と
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
老
齢
の
故
を
も
っ
て
出
詠
不
可
能
と
す
る
説
は
、
成
り
た
た
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
つ
い
て
も
、「
新
編
国
歌
大
観
（
１２
）
」
四
三
一
で
は
、
ふ
ん
や
の
あ
さ
や
す
〈
や
す
ひ
で
イ
〉
吹
く
か
ら
に
な
べ
て
草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
山
風
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
ん―２１４―
百人一首とその作者 ――「吹くからに」の歌について――と
あ
る
が
、「
国
歌
大
観
」
三
一
三
〇
九
で
は
、
文
屋
康
秀
吹
く
か
ら
に
な
べ
て
草
木
の
萎
る
れ
ば
宜
山
風
を
嵐
と
云
ふ
覧
と
あ
る
。
両
説
が
並
行
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
方
に
決
定
す
る
根
拠
と
は
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
先
の
②
・
③
の
理
由
は
、
必
ず
し
も
、
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
契
沖
説
が
正
し
い
と
は
言
い
切
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
①
古
写
本
や
高
野
切
で
「
あ
さ
や
す
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
い
。
二
作
者
名
を
文
屋
朝
康
と
す
る
『
古
今
和
歌
集
』
資
料
と
し
て
、
ま
ず
、
高
野
切
第
二
種
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
古
今
和
歌
集
巻
第
五
秋
歌
下
こ
れ
さ
た
の
み
こ
の
い
へ
の
う
た
あ
は
せ
に
よ
め
る
ふ
む
や
の
あ
さ
や
す
ふ
く
か
ら
に
あ
き
の
く
さ
き
の
し
を
る
れ
は
む
へ
や
ま
か
せ
を
あ
ら
し
て
ふ
ら
む
く
さ
も
き
も
い
ろ
か
は
れ
と
も
わ
た
つ
み
の
な
み
の
は
な
に
そ
あ
き
な
か
り
け
る
（
以
下
二
首
省
略
）
﹇
解
説
﹈
１
書
道
芸
術
別
巻
第
二
（
１３
）
、
日
本
名
品
集
伝
紀
貫
之
、
国
宝
古
今
和
歌
集
巻
第
五
一
巻
、
紙
本
、
縦
二
六
・
四
セ
ン
チ
。
２
昭
和
古
筆
名
鑑
一
二
（
１４
）
な
ど
二
五
・
九
×
一
八
・
八
。
銀
砂
、
箔
散
ら
し
、
香
色
。
中
村
家
蔵
。
古
今
集
の
最
古
の
遺
品
で
あ
る
が
、
貫
之
自
筆
で
は
な
い
。
諸
種
の
理
由
か
ら
、
お
よ
そ
後
冷
泉
天
皇
の
御
世
（
一
〇
四
六
頃
）
の
作
と
思
わ
れ
る
。
高
野
切
に
は
計
三
種
の
書
風
が
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
平
安
時
代
仮
名
中
の
神
品
で
あ
る
。
料
紙
は
墨
の
吸
収
の
し
か
た
か
ら
も
麻
紙
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
雲
母
を
全
体
に
撒
い
て
あ
る
巻
子
本
。
現
在一
巻
そ
の
ま
ま
の
こ
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
種
で
は
、
巻
５
、
巻
８
で
あ
る
。
断
簡
ま
た
は
零
巻
で
は
、
第
二
種
に
、
巻
２
・
巻
３
が
あ
る
。
第
二
種
の
手
は
文
字
に
大
小
の
変
化
な
く
、
こ
と
に
文
字
と
文
字
と
の
間
を
Ｓ
線
状
で
連
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
緊
密
感
が
あ
る
。
男
性
的
な
意
力
性
が
、
高
古
な
気
品
の
う
ち
に
表
現
さ
れ
て
い
る
名
筆
で
あ
る
。
同
系
の
書
に
御
物
和
漢
朗
詠
集
雲
紙
本
、
桂
本
万
葉
集
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
氏
は
、
第
二
種
を
、
大
体
永
承
年
間
に
な
り
、
兼
行
筆
か
と
さ
れ
る
（
１５
）
。
こ
の
外
に
、
文
屋
朝
康
説
を
採
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
『
古
今
和
歌
集
』
諸
本
が
あ
る
。１
雅
経
筆
本
崇
徳
天
皇
御
本
２
前
田
家
本
（
保
元
二
年
清
輔
本
）
３
天
理
図
書
館
本
（
顕
昭
本
）
４
伏
見
宮
本
（
顕
昭
本
）
５
家
長
本
（
永
治
二
年
清
輔
本
）
６
伊
達
家
旧
蔵
本
（
新
編
国
歌
大
観
所
収
本
）
他
ま
た
、「
あ
さ
や
す
」
と
し
な
が
ら
、「
や
す
ひ
で
イ
」
と
傍
注
を
付
す
も
の
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
１
六
条
家
本
２
書
陵
部
蔵
永
暦
二
年
俊
成
本
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
『
古
今
和
歌
集
』
諸
本
の
多
く
は
、
ま
ず
、
文
屋
康
秀
説
を
採
る
。
例
え
ば
、
通
切
の
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
古
今
和
歌
集
巻
第
五
秋
下惟
貞
親
王
家
歌
合
に
文
室
康
秀
ふ
く
か
ら
に
の
へ
の
く
さ
き
の
し
ほ
る
れ
は
む
へ
や
ま
か
せ
を
あ
ら
し
と
云
覧
（
以
下
省
略
）
﹇
解
説
﹈
１
千
と
せ
の
友
（
１６
）
四
二
藤
原
佐
理
卿
、
筋
切
通
切
、
二
一
・
六
×
四
八
・
八
。
﹇
参
考
﹈
１
谷
水
帖
（
１７
）
三―２１５―
松 原 一 義『
古
今
切
名
物
』
の
佐
理
の
項
に
、「
通
切
四
半
、
香
紙
、
其
古
今
紙
ニ
布
メ
ア
リ
」
と
し
、『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
通
シ
切
巻
物
、
四
半
形
、
古
今
歌
、
三
行
書
、
継
合
紙
、
香
ウ
ス
色
、
浅
黄
等
ア
リ
、
通
シ
目
ノ
形
ア
リ
、
金
銀
砂
子
少
シ
ア
リ
」
と
す
る
の
が
、
本
断
簡
に
相
当
す
る
。
通
し
切
と
筋
切
は
、
同
じ
本
の
料
紙
の
裏
表
で
あ
り
、
歌
合
用
の
料
紙
を
転
用
…
…
中
略
…
…
筋
切
お
よ
び
通
し
切
の
筆
者
は
佐
理
と
さ
れ
る
が
、筆
跡
は
伝
源
俊
頼
筆
の
元
永
本『
古
今
集
』
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
元
永
本
は
、
上
冊
末
に
「
元
永
三
年
（
保
安
元
年
、
一
一
二
〇
）
七
月
廿
四
日
」
と
記
さ
れ
る
の
に
よ
っ
て
、
そ
の
書
写
年
代
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
通
し
切
は
佐
理
の
手
に
よ
る
平
安
中
期
の
書
写
で
は
あ
り
得
な
く
、
後
期
ま
で
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
元
永
本
は
俊
頼
で
は
な
く
、
藤
原
定
実
の
筆
跡
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
が
、
確
実
な
と
こ
ろ
は
分
ら
な
い
。
こ
の
筋
切
・
通
し
切
と
元
永
本
と
が
同
一
筆
者
と
い
う
関
係
に
よ
り
、
特
色
あ
る
本
文
が
両
者
に
共
通
す
る
の
は
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
中
略
…
…
筆
者
は
、
同
じ
本
文
を
す
く
な
く
と
も
二
度
転
写
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
元
永
本
で
あ
り
、
他
の
一
本
が
筋
切
な
り
通
し
切
の
断
簡
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
筆
跡
の
類
似
、
依
拠
し
た
本
文
の
一
致
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
筋
切
・
通
し
切
本
も
、
書
写
さ
れ
た
の
は
元
永
本
と
同
時
期
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
定
さ
れ
る
。
２
同
四
通
し
切
は
篩
（
と
お
し
）
の
目
の
よ
う
な
文
様
が
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
料
紙
は
『
古
今
集
』
を
書
写
す
る
た
め
で
は
な
く
、
本
来
は
歌
合
用
と
し
て
横
向
き
に
し
て
用
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
歌
人
名
や
歌
の
頭
な
ど
の
高
さ
を
そ
ろ
え
る
界
線
だ
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
料
紙
を
転
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
鳥
以
外
に
も
蝶
、
草
花
な
ど
の
下
絵
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
横
向
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
伝
承
筆
者
の
藤
原
佐
理
（
九
四
四
〜
九
九
八
）
は
、
摂
政
小
野
官
実
頼
の
孫
で
、
敦
忠
男
。
参
議
正
三
位
に
昇
り
、
和
様
の
書
の
名
手
と
し
て
、
小
野
道
風
・
藤
原
行
成
と
と
も
に
三
跡
と
称
さ
れ
、
そ
の
筆
跡
は
佐
跡
と
呼
ん
で
珍
重
さ
れ
た
。
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
没
、
五
五
歳
。
遺
墨
と
し
て
は
、
詩
懐
紙
（
国
宝
）、
書
状
（
離
洛
状
、
国
宝
）
が
名
高
い
。
ま
た
古
筆
で
は
、『
道
済
集
』
の
紙
捻
切
、『
白
紙
文
集
』
の
綾
地
切
が
知
ら
れ
る
。
３
古
筆
大
辞
典
（
１８
）
『
元
永
本
古
今
集
』
の
筆
者
を
藤
原
定
実
と
す
る
説
が
あ
る
。
定
実
は
、
手
書
き
の
伊
房
の
子
で
、
行
成
の
曾
孫
で
あ
る
。
当
時
、
第
一
の
手
書
き
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
人
で
、元
永
二
年
に
出
家
し
、
い
つ
ま
で
生
き
て
い
て
、
い
つ
な
く
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、『
元
永
本
古
今
集
』
の
筆
者
を
定
実
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ほ
か
に
『
筋
切
』『
通
切
』
と
同
筆
の
古
筆
は
伝
源
俊
頼
筆
『
古
今
集
巻
子
本
切
』『
下
絵
拾
遺
抄
切
』『
後
撰
集
切
』
及
び
『
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
』
の
『
貫
之
集
上
』『
人
麻
呂
集
』
が
あ
る
。
ま
た
、『
古
今
集
巻
子
本
切
』
も
、
康
秀
説
を
採
る
。
古
今
和
歌
集
巻
第
五
秋
下
惟
貞
親
王
家
歌
合
に
文
室
康
秀
ふ
く
か
ら
に
の
へ
の
く
さ
き
の
し
ほ
る
れ
は
む
へ
山
か
せ
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
ん
﹇
解
説
」
１
わ
か
た
け
（
１９
）
六
一
筋
切
通
切
は
佐
理
と
も
公
任
と
も
い
は
れ
て
ゐ
る
。
近
時
の
研
究
で
は
、
筆
者
を
行
成
四
世
の
当
主
定
実
と
推
定
す
る
の
が
妥
当
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
巻
子
本
は
筆
者
と
し
て
中
年
の
も
の
で
、
力
の
働
き
が
張
り
つ
く
し
て
活
発
で
あ
り
、
か
つ
非
常
な
鍛
錬
さ
を
示
し
て
ゐ
る
。
同
筆
で
あ
る
西
本
願
寺
本
貫
之
集
上
は
こ
れ
よ
り
少
し
前
の
書
写
で
あ
ら
う
。
ま
た
、「
や
す
ひ
て
」
と
し
な
が
ら
、「
あ
さ
や
す
イ
」
と
傍
注
を
付
す
の
に
、『
昭
和
切
』
が
あ
る
。
﹇
解
説
﹈
１
古
今
集
校
本
（
２０
）
二
四
九
思
う
に
俊
成
は
初
め
新
院
御
本
に
従
っ
て
「
あ
さ
や
す
」
と
し
、
康
秀
を
一
説
と
し
、
昭
和
切
で
は
こ
れ
を
逆
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
康
秀
は
基
俊
本
の
説
か
。
﹇
参
考
﹈
１
昭
和
新
修
日
本
古
筆
名
葉
集
（
２１
）
一
七
〇
藤
原
俊
成
筆
昭
和
切
も
と
榊
原
子
爵
家
に
所
蔵
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
、
上
巻
（
巻
一
〜
巻
十
）
一
冊
の
大
和
冊
子
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
年
諸
家
に
分
割
せ
ら
れ
、
そ
の
際
昭
和
切
と
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
井
家
に
こ
の
真
名
序
が
蔵
せ
ら
れ
る
由
で
あ
る
。
こ
れ
が
俊
成
の
真
蹟
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
後
に
掲
げ
る
署
名
あ
る
前
田
侯
爵
家
蔵
広
田
社
歌
合
及
び
そ
の
他
消
息―２１６―
百人一首とその作者 ――「吹くからに」の歌について――と
同
筆
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
俊
成
の
書
風
は
一
種
特
別
の
風
格
を
も
ち
、
そ
の
枯
枝
を
見
る
が
如
き
奇
癖
あ
る
用
筆
は
、
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
現
存
最
古
の
完
本
で
あ
る
『
元
永
本
古
今
集
』
か
ら
し
て
、
康
秀
説
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
康
秀
説
を
廃
棄
す
る
に
は
、
幾
多
の
困
難
が
つ
き
ま
と
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。三
「
吹
く
か
ら
に
」
の
歌
は
、
こ
の
外
、
次
の
よ
う
な
資
料
に
見
え
て
い
る
。
１
新
撰
万
葉
集
（
２２
）
三
七
二
作
者
名
無
記
打
吹
丹
秋
之
草
木
之
芝
折
礼
者
郁
子
山
風
緒
荒
芝
成
藍
２
新
時
代
不
同
歌
合
二
六
文
屋
康
秀
吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
ほ
る
れ
ば
む
べ
山
か
ぜ
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
ん
３
九
品
和
歌
一
三
作
者
名
無
記
（
以
下
、
し
ば
ら
く
和
歌
を
省
略
）
４
後
六
々
撰
一
三
六
康
秀
５
百
人
秀
歌
二
七
文
屋
康
秀
６
百
人
一
首
二
文
屋
康
秀
７
奥
儀
抄
九
九
作
者
名
無
記
８
詠
歌
大
概
四
四
作
者
名
無
記
９
和
歌
用
意
条
々
二
九
作
者
名
無
記
１０
悦
目
抄
九
作
者
名
無
記
以
上
の
よ
う
に
、
歌
論
の
世
界
で
は
、
こ
の
歌
の
作
者
を
朝
康
と
す
る
の
は
、
皆
無
な
の
で
あ
り
、
康
秀
説
が
い
か
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
百
人
一
首
』
の
注
釈
書
な
ど
で
は
、
こ
の
歌
の
作
者
を
朝
康
と
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
理
由
に
、
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
の
が
、『
新
撰
万
葉
集
』
の
序
で
あ
る
。
当
今
寛
平
聖
主
万
機
余
暇
。
挙
宮
而
方
有
事
合
歌
。
後
進
之
詩
人
近
習
之
才
子
。
各
献
四
時
之
歌
。
「
後
進
之
詩
人
近
習
之
才
子
」
が
そ
の
歌
合
に
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
お
の
ず
か
ら
、
康
秀
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。こ
こ
に
至
っ
て
、
康
秀
説
は
、
採
る
も
な
ら
ず
、
捨
て
る
も
な
ら
ず
と
い
う
困
っ
た
状
況
に
立
ち
至
る
こ
と
に
な
る
。
朝
康
が
詠
ん
だ
も
の
な
ら
、
な
ぜ
康
秀
と
記
す
も
の
が
こ
ん
な
に
も
存
在
す
る
の
か
。
ま
た
、
康
秀
が
詠
ん
だ
も
の
な
ら
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
都
合
な
事
情
が
存
在
す
る
の
か
。
そ
の
点
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
歌
合
が
撰
歌
合
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
撰
歌
合
で
あ
れ
ば
、
康
秀
は
、
み
ず
か
ら
出
席
す
る
必
要
は
な
い
。
例
え
ば
、
道
綱
母
が
道
網
の
た
め
に
代
作
を
す
る
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
認
め
ら
れ
る
。
『
道
網
母
集
』
二
九
九
の
歌
は
道
網
母
の
作
だ
が
、『
寛
和
二
年
六
月
十
日
内
裏
歌
合
（
２３
）
』
甲
本
で
は
、「
少
将
道
綱
」の
歌
と
さ
れ
、
乙
本
で
は
、「
道
網
卿
母
」と
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
道
網
母
集
』
三
〇
〇
の
歌
も
道
綱
母
の
作
だ
が
、『
拾
遺
和
歌
集
』
の
藤
原
定
家
古
写
本
系
統
、
異
本
第
一
系
統
本
で
は
、
道
綱
母
の
作
と
す
る
も
の
の
、
異
本
第
二
系
読
本
で
は
、「
み
ち
つ
な
の
朝
臣
」
と
す
る
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
（
２４
）
。
ま
だ
、
詠
歌
活
動
の
実
績
も
な
い
朝
康
の
た
め
に
康
秀
が
代
作
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
康
秀
が
朝
康
の
た
め
に
、
代
作
を
し
た
歌
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
吹
く
か
ら
に
」
の
歌
が
二
人
の
名
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
も
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
か
に
思
え
る
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
誤
り
で
あ
る
と
す
る
無
理
を
冒
さ
な
く
て
も
よ
く
な
る
の
で
あ
る
。
結
び
文
屋
康
秀
は
、
六
歌
仙
と
し
て
評
価
が
高
い
わ
り
に
は
、
勅
撰
集
入
集
歌
が
少
な
い
。『
古
今
和
歌
集
』
の
「
春
の
日
の
」（
八
）、「
吹
く
か
ら
に
」（
二
四
九
）
の
二
首
を
除
く
と
、
わ
ず
か
に
、
次
の
四
首
が
見
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
古
今
和
歌
集
草
も
木
も
色
変
れ
ど
も
わ
た
つ
海
の
波
の
花
に
ぞ
秋
な
か
り
け
る
（
二
五
〇
）
二
条
后
の
東
宮
の
御
や
す
ん
所
と
申
し
け
る
時
に
め
ど
に
け
づ
り
花
さ
せ
り
け
る
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
花
の
木
に
非
ざ
ら
め
ど
も
咲
き
に
鳧
ふ
り
に
し
木
実
な
る
時
も
が
な
（
四
四
五
）
深
草
の
帝
の
御
国
忌
の
日
よ
め
る
草
深
き
霞
の
谷
に
影
隠
し
て
る
日
の
く
れ
し
今
日
に
や
は
あ
ら
ぬ
（
八
四
六
）
後
撰
和
歌
集―２１７―
松 原 一 義時
に
あ
は
ず
し
て
身
を
恨
み
て
こ
も
り
侍
り
け
る
時
白
雲
の
き
や
ど
る
み
ね
の
小
松
原
え
だ
し
げ
ゝ
れ
や
日
の
光
み
ぬ
（
一
二
四
六
）
「
花
の
木
」
の
歌
、「
白
雲
の
」
の
歌
な
ど
に
よ
る
と
、
彼
は
世
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
歌
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
現
存
の
歌
が
異
様
に
少
な
い
の
も
、
そ
の
せ
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
吹
く
か
ら
に
」
の
歌
に
見
ら
れ
る
嵐
の
情
景
は
、
彼
の
心
象
風
景
と
し
て
、
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
か
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
注
（
１
）「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
編
、
第
一
巻
勅
撰
集
編
『
新
編
国
歌
大
観
』
角
川
書
店
、
昭
和
五
八
年
二
月
。
（
２
）
西
下
経
一
、
滝
沢
貞
夫
編
著
『
古
今
集
校
本
』
笠
間
書
院
、
昭
和
五
二
年
九
月
。
（
３
）
講
談
社
、
昭
和
五
七
年
一
一
月
。
（
４
）
奥
村
恒
哉
校
注
、
新
潮
社
、
昭
和
五
三
年
七
月
発
行
、
平
成
三
年
六
月
七
刷
。
（
５
）
陽
明
文
庫
蔵
『
仁
和
御
時
親
王
歌
合
』
三
十
五
番
。
（
６
）
萩
谷
朴
編
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
一
、
同
朋
社
、
一
九
五
七
年
一
月
初
版
、
一
九
七
九
年
八
月
復
刊
参
照
。
（
７
）
同
（
１
）。
以
下
同
じ
引
用
書
の
場
合
は
省
記
す
る
。
（
８
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
紀
略
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
六
年
九
月
。
（
９
）
鈴
木
淳
解
説
「
百
人
一
首
改
観
抄
―
影
印
―
」
桜
楓
社
、
昭
和
六
二
年
三
月
。
（
１０
）
拙
稿
『
多
武
峯
少
将
物
語
校
本
と
注
解
』
桜
楓
社
、
平
成
三
年
二
月
。
（
１１
）
小
沢
正
夫
校
注
・
訳
、
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
今
和
歌
集
』
小
学
館
、
昭
和
四
六
年
四
月
。
（
１２
）「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
編
、
第
二
巻
私
撰
集
編
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
）、
角
川
書
店
、
昭
和
五
九
年
三
月
。
（
１３
）
春
名
好
重
解
説
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
二
年
一
月
。
（
１４
）
飯
島
稲
太
郎
解
説
、
書
芸
文
化
院
、
昭
和
四
二
年
七
月
。
（
１５
）『
わ
か
た
け
帖
』
昭
和
二
七
年
五
月
。
（
１６
）
関
戸
守
彦
編
、
尚
古
会
、
昭
和
三
年
一
一
月
。
（
１７
）
伊
井
春
樹
解
説
『
古
筆
手
鑑
大
成
』
第
八
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
六
一
年
一
二
月
。
（
１８
）
春
名
好
重
薯
、
淡
交
社
、
昭
和
五
四
年
一
二
月
。
（
１９
）
東
京
美
術
青
年
会
、
昭
和
二
七
年
三
月
。（
２０
）
同
（
２
）。
（
２１
）
吉
沢
義
則
解
説
、
白
水
社
、
昭
和
二
七
年
八
月
。
（
２２
）
同
（
１２
）
な
ど
、
以
下
、
し
ば
ら
く
同
様
。
（
２３
）『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
二
、
同
（
６
）。
（
２４
）
片
桐
洋
一
著
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
』
大
学
堂
書
店
、
昭
和
四
五
年
一
二
月
。―２１８―
Kokin Wakashu carries the following waka :
Fuku karani Aki no kusaki no Shiorure ba
Mube yama-kaze wo Arashi to iu ramu.
This waka is inserted in Hyakunin Isshu also. The name of the auther, Funya no Yasuhide is written in
the book. We can notice a different opinion against the hypothesis that the auther is Funya no Yasuhide, and
the annotation is published to modify the name from Funya no Yasuhide to Funya no Asayasu.
However, in my opinion, I can not point out any solid reasoning in this objection that seems to be ex-
treme. I come to the conclusion that we should take the register deserving of the respect, written in each of
the books.
This paper consists of establishing a hypothesis based on the background of this debatable waka.
Hyakunin Isshu and the author
― about the waka＊１ «Fuku karani...» ―
Kazuyoshi MATSUBARA＊＊１．Tanka (Waka) : Japanese poem of thirty one syllables
―２１９―
